
日本天文学会2000年秋季年会

N18a r-process in prompt explosion of supernova
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ｒプロセス元素合成の起源としては超新星爆発が有力な候補と考えられているが、爆発メカニズムを解明する
とともに、放出される元素の量を明らかにすることが必要である。比較的軽い星では、いわゆるプロンプト爆発
が起きる。この場合にｒプロセス元素合成がどうなるのかは未だよく調べられていない。本講演では比較的軽い
星の超新星爆発の数値シミュレーションを行い、その際のｒプロセス元素合成量を求めた結果について報告する。
まず、Woosleyらによる星の進化計算のうち 11 solar massのモデルについて、鉄のコアを初期モデルとして切
り出し、山田氏らによる一般相対論的流体計算コードを用いて重力崩壊の様子を追った。この場合には鉄のコア
が小さいため流体力学的効果だけでいわゆるプロンプト爆発をする。この際に放出される物質の中での元素合成
を、シミュレーション計算で得られた trajectoryを用いて post processingでｒプロセス元素合成ネットワーク計
算を行った。
この結果、軽い星のプロンプト超新星爆発において、放出される物質の中でｒプロセスが起き、条件によって
は第３ピークまでの元素が作られることがわかった。このことから銀河の化学進化やmetal poor starでのｒプロ
セス元素の起源として軽い質量の progenitorからのｒプロセス元素合成の寄与についても考えることが有用なこ
とが示唆される。


